
　みわ由美です。改ざん、隠ぺい、ねつ造など、ウソごまかしの「安倍政権もう退陣
を！」の声が広がっています。市民と野党の共闘を広げ、新しい政治をめざします。
　3年前、共産党県議の議席を復活させて頂き、いま4期目。あふれる願い実
現へ走ります。貧困と格差拡大ひろげる安倍政権。こんな時だからこそ地方政治、
議員の役割が問われます。
　「高すぎて国民健康保険料が払えない」「年金だけでは生活できない」「難病
支援が切られ、涙」「新一年生、学童保育がイッパイで不安」など、切実な声ば
かり。いのち、暮らし、人権を守れと、がんばります。

■プロフィール

●１９５５年京都府生まれ。●立命館大学産業社会学部卒。●大阪上新電
機、京都西陣川佐など勤務。●日本共産党松戸市議団事務局員を歴任。
●１９９９年千葉県議会議員選挙（松戸市）で初当選。現在、県議４期目、環
境生活警察常任委員、党千葉県委員。●八ヶ崎在住。
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匝瑳メガソ一ラ一シェアリング第一発電所を視
察。太陽光パネルの下で耕作を行う環境配慮
型、市民参加型で、広大なひまわり畑も隣接。
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国保教育

削   

る

所
得
１
５
０
万
円（
4
人
家
族
）で
31
万
円

国
・
県
の
支
援
で
引
き
下
げ
を

老
朽
化
し
た
県
立
高
校
の
建
物
改
修
費

11
億
円 

１・５
倍
に
増
額

　

４
月
か
ら
国
保
の
新
制
度
（
県
広
域
化
）が
始
ま
り
ま
し
た
。
県
が
示
し
た

標
準
保
険
料
率
に
よ
れ
ば
、
あ
る
市
で
は
所
得
２
５
０
万
円
（
40
代
夫
婦
と
子

ど
も
２
人
）で
年
間
保
険
料
が
45
万
５
０
０
０
円
、
同
じ
く
所
得
１
５
０
万
円
で

31
万
１
０
０
０
円
も
の
負
担
と
な
り
ま
す
。所
得
50
万
円
の
70
歳
夫
婦
２
人
世
帯
で
も

８
万
６
０
０
０
円
の
保
険
料
で
す
。こ
ん
な
に
高
い
保
険
料
は
払
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ま
で
も
県
内
の
保
険
料
滞
納
世
帯
は
２
割
近
く
、15
万
世
帯
（
２
０
１
７
年
６

月
）を
超
え
て
い
ま
す
。高
齢
化
が
進
む
な
か
で
所
得
は
減
り
医
療
費
は
増
え
る
、と
い

う
構
造
的
な
矛
盾
を
解
消
し
、誰
も
が
「
払
え
る
保
険
料
」に
す
る
た
め
に
は
、国
の
財

政
負
担
の
抜
本
的
拡
充
や
県
の
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

　

外
壁
に
た
く
さ
ん
の
亀
裂
、雨
漏
り
、ト
イ
レ
の
排
水
不

良
、体
育
館
床
の
歪
み
、さ
さ
く
れ
で
部
活
中
の
生
徒
が
ケ

ガ
、外
階
段
や
非
常
階
段
、渡
り
廊
下
が
錆
び
て
倒
壊
の
恐

れ
な
ど
、県
立
高
校
の
老
朽
化
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
の
訴
え
や
現
場
の
写
真
を
示
し
て
早
急
な
対
策
を

求
め
て
き
ま
し
た
が
、２
０
１
８
年
度
、約
11
億
円
の
予
算

が
つ
き
ま
し
た
。昨
年
度
よ
り
３
億
６
０
０
０
万
円
増（
１
・

５
倍
）、２
０
１
５
年
度
（
５
億
４
０
０
０
万
円
）の
２
倍
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、２
０
０
０
件
を
超
え
る
学
校
か
ら
の
要
望
の
１
割
か
ら
２
割
程
度
し
か

修
繕
で
き
ず
、ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。引
き
続
き
増
額
を
求
め
ま
す
。

住
み
よ
い
松
戸
市
め
ざ
し
て

み
わ
由
美
県
議
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
り
ま
す


